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　C-33　　　　　　　　　　　モyレ珪I＝ふ^,を晦観｡緊・i式み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉林浪�　　　　o ″芦訳　玖禽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あヽ策，水'ir大家政　樽i,　泰｝

　目的　　衣服i*着用7 ，H２ こヽ叱存在f.峯*^-らり，χ.^ゆI ん晦・形，主理t.腎嘔なlt)係

乞屯つ，　一般こ形剱t柵能<i'＼更^と今n ･2 研叱7 lit 3 おヽ蒔"I 形,J 降^奄化や婆鯖･ tヵ作

･い牛"> う匁化・吻，・呼吸や"i べ･･う徊痘など≒うを理啄的囚手･う影響^ をIt ･^ あヽ') ，呪極r- フ,ヽ

い1 両% aV7) 'I 雛し'<,% な･ヽ=t 。-zヽぷ）3 . モアレ迭^ 冊い眼張･こ直用レー，-> - - ･う枝諾,固扇。

同題点t 明確こしヵヽつ砕牝≫)方l^穐t ろ3 経度■it; ７ r:.め1こ･・雑易r^'yf報^'除去^ マ3 りこヽ苓

ヽドちり, こijヽう-t゛一貫レ■^ ん''■f石膏-ll^－A 3曳験T行な。Tさだ。今回･ふ少レ今&,点f変£

, 過も･一敢z ^排除し7 ? i^-i 理t 的'j- 西手i - 亀i し- こ'ヽ･らカハ奉c, ?P, り

影^ X ￥＼% i,ヽｌ観察^た。

　方眼　　x比婆弩t t つた籾糠着( A,- A. -*r 与2 名) ・･暉幹t. Pi 浅*ヽらモアレ撮飢レ　啄

表r- 覆しす-. 苓嘩虜，。科勧t 坦'卜T・。

　糾－　　i) x仕黎祭・,勧痛：板楡池≫-" 6 分fSl ≪ 拿r, > i; /,JL命帑乞t ，^い5 iSl, 10 秒ｺ,ヽ

? ・撮y, （　哩真とr埓付根線。4- 工又ーライフ。陶圏線，アフ9"一八｀7^ トライV, 胴ffi

線,t前夜・it 中線t･･を点，。座猿^言亀心だ。鉛i.戈向･うわ痕,・lO＝以下r-あ3 ≪,.-水if.-^向

は万'iR暉|笑し≫>^-大5 （( io-v3Oitini), a r= 籾糠鶯･,万・･一万t '/ ぎ13,万時向･う万組過l:二:-）万八点,ty晦戈i・:綿tカレ

r- ．2) o$i・a I- よ3 膏化：最欠吸気晦,・!*一下㈹都良島・り伸展ダ賤秀Tヽ，r-ンv - ﾉぐ7.ト弓イ

ソy りとMl ■^甚璋を。・外但丿上7 ･・杓勧ヲ3 ．最家呼気時よi-J-政経的を化o-'fO、? い。

　C－34 1アレ-%･こよ§ 体載､^ 忿似＆閤

　　　　　　一男かの綾部/こっ1 I T

　　　　お義の永々大諏政　〇堤2X美蚕　痛^笑巣今　た塙裏理蚕

　目的; 禄都。邨態因蚕の把41 ･i:. i 衿リごの設計、こ＆い乙、人体・計利値と型紀製図と

の関漣性を明確､~.-^ 、基礎とTJ 、:t.・。ヽあ%。夜来、磯粋の展陥図､3セ体截断5i tj ビ･こよ

・z作成。れx 、リ、ダ、iL位才勢保持・固働4生、直傭被核着Iこ接触^ ・こヒw とヽ･こR.^験^^!■

あ、T=。そこZ!- 、今回、Sモアし珠i 匍いz蘭梓計測i＝・-, -= 福部体表、ヽ症μ－腎臓^ iい

こ ^ ^ 驚札・*？S。

　ヵ伍:復7fc石を像□-trを2 休）* 用、ヽ、体覆ai。鎮付根線よヽ丿て、､‘'^隔、ヽ3 こ、よヵ*

7ヽ平行、こ簒碑線を入れ^モ｡アレ亀影（前後左右の4 方向）し、桶･i れtc 写熟線「早衷ヵヽら頚

都基嘩線1＝おヽ-r * 三次元座禅b. 恢>* ･、Tこ｡. こ、､<it U 用レヽ. 顧柳のI. tila ･ 平面a ･ 剛面

@ ^作成し. 峰晰面と･し７表現Sれ、禰卸・右半Si i R鶯的I- 平面*.凧しTヒ。

　結果：胸鎖札気筋や僧癌協､ニよ．Z 頚都､ヽし'J ーフ･ま,ヽなり親灘Ti様相t 1しZ I.ヽ%ヵヽヽ。

得られ.Tc猿知近似軋隔邑はS. <" 狐rj頚姉覆面%十分I- 1k痙レ得ｷ､。まTこ、it体裁断城tこよ

　－7.得T＝一展開図、、、比較｡､●おVヽ1 七Si I.ヽ一致丿生i尽し1i. モアレ戎1= よ5 計唾けヽ･*、被緊

休K レt-対象、､把録が･残ぷr= ・, 旁験・尋現性ダヽあり. 頚部・辨痢今段としZ 湘妙でヽ為る

こと炉｀認*S i ･ お. りゐヽ、4^ 体、石'If 朱1= お･７ｓ ill<以軋略図｡ヽら頚却藪a 。個体差ｆ提脈

- れ仁。




